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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 本日で看護課内研修が最終日の為、出席していない方は参加して下さい。

· 職員健康診断が本日までです。

· プログラムの作成を今日までに行い、提出して下さい。

＜外来から情報提供＞

・下村　藤江様～咽頭痛訴え聞かれ、体温37.0℃。風邪薬処方となり、デイケア欠席し自宅で休むように説明受けている。

・田名部　一樹様～11：00過ぎに外来へ来る事あります。通常通りデイケアへ行きプログラムへ参加し、デイケアから外来へ来るように説明しています。

・溝越　キク様～訪問看護スタッフより、朝食後薬８包・昼食後薬５包・夕食後薬７包・就床前薬１包の飲み忘れがあったとの事で、薬が返却されています。

＜デイケア事例検討＞

・下村　藤江様　　アルコール依存症・糖尿病

【現状】

３月１１日より再通所開始。通所後は、他メンバーともトラブルとなる事なく過ごされていましたが、４月に入った頃より杉澤様に対する苦情・暴言・中傷が聞かれ始めています。集団の場やプログラムの話し合いの場で、「もう来なくていい。強く言わなきゃ分からないんだ。」という発言聞かれ、直接「もうここに来るな。」と杉澤様へ向かって話される事も見られます。

　一度、間にスタッフが入り、杉澤様と話し合い杉澤様の今までの行動について「許す」と納得されていましたが、次の日より、「いくら言っても治らない。どうせ人のコーヒーを盗んでいるんだから。」という発言聞かれます。又、他メンバーの中傷を集団の場で大きな声で発言する事についてスタッフより指導されると、「間違った事言ってないのに何で言われなきゃいけないのかって思うと苛々する。」と飲酒される事あります。その他にも、何か気に障ることがある度に飲酒を仄めかす発言聞かれています。

　現在レース編みを行い、作品をデイケアへ持って来られていますが、早朝覚醒した際に作っていると話されています。毎日2時～3時には起きていると話されその後ずっとデイケア通所時間まで行っているとの事。デイケアでは、日中の眠気を訴えられ昼食後昼寝をされていること見られます。

【問題点】

· 早朝覚醒が見られ、日中眠気を訴えることが多い。

· その場にあわせて声を抑えることが出来ない。

· 思った事をその場で直接声に出してしまう。

【対応】

· 訴える際（苦情を話される際）一方的に話されることが多い為、スタッフ介入し相互で話し合う場を設ける。

· 思った事をすぐに声に出さず、スタッフに一度話す事で衝動の緩和を図ると共に、待つという事を学んで頂く。

· 話をすることが好きな方の為、スタッフとの関わりを多く持ち不満等相談できる環境を整える。

· 早朝覚醒が見られる為、生活リズムの確立の為にも日中の居眠りを防止する。

⇒　早朝覚醒した際に行っているレース編みをデイケアでの余暇時間に行なうように促す。




















































